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["_Bi〕コ ー ク ス堅 うド度
[_'B6]Rogin⊃ky一汲 の 二配斯吸 收 に よ る
唄 媒f乍Jrlのf足進1:驕す る研 究






























京 都 市,;田 京都帝國大畢


















X線 懇 談 會,發 行
大 駁 面 北 區 中 之 島三 丁 口
大 阪 帝 國 大 學 理 學 部 内
振 替 大 飯122715番
X線懇談倉はX線 革 に其の應咄 こ關する本邦唯一の綜合的研究團爼二機關論X線 の縞輯
委 員及び執筆者は各界の擡威を網羅す。入負規鞄趣意;胴匹込次第膾呈す。で會誌X線は會
員に無腿 呈。1蔀賣は定疲50錢,逡料3錢。但し例會出庸は會員にのみ通知す。)
"x線 "覦 刊 號}ヒ要1、1次
(研 究)
石 淡のY線 研 究
生?dのas晶 イヒ(其v,一)
鍵 維 内 ク リス タ リットの配 列 決 定 法 に
就 い て
(線 饒}
金 屬材粁 尋聖方 面へ のx線 曄 用
(講 羲)・
X線 透 過検 査 法 〔興 の一)
(抄 鋒)
A.一 般n∫ 襲
c」 スペ ク トル 及び 珊 論 鳳 金
F,纖 総G.無
H.イ∫ 機L電








第 コ卷 第1、號 主要 目次.
(研 究)'1
生 ゴ ∴の 桔 晶 化(其 の二}朴 哲 在
籬 翻劉 靆耽釐 型徽.榊 憲ヨ ・
ル コ ー ルの 硫戯 エ ステル のNa鹽 輸 晶
に於 け る種 々の塑 嘘 の共 存に 就 て ・… … ・・漏 野 捜 デ{
(線 諱)
ノ
皴晶に依るX線の異常反射 澤 田 昌堆
(講 職)
X線透遒嶮査法(其 の二)醐 戸 儒 吉
(抄 働
A・一 般B.装 置
駿 クト〃難黼 毳騨 蝿 ・…
LR子 綜
本邦に於けるX線學に隅する文獣(#の 一)












































自然科 學の進展 日ざま しく,學 界O活 躍 釜 々盛 んな らん とする時.筍 も
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聞 し,'妓に歪 く我國 唯一 の…般 自然科學 雑誌 としての内容,體 裁,擶 威 を
具 ふ るに到 つた.墜 徒諸 士は本諜に よつて初 めて 各自に必 要なる覦 野 を得
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